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 2022年 11月 10日 
報道関係者各位 

                                                    アットホーム株式会社 

 トレンド調査    

―子どものための住まい探しに関する調査― 

重視した条件 1位「部屋数」、設備 1位「モニタ付インターホン」 

～初めて子ども部屋を用意する理想・実際のタイミングは小学校低学年が最多～ 

不動産情報サービスのアットホーム株式会社（本社：東京都大田区 代表取締役社長：鶴森 康史 以下、アット

ホーム）は、2017年 1月以降、第一子が 15歳になるまでの間に引越しをした、全国の 22～58歳を対象に子どもの

ための住まい探しについて調査を実施いたしました。 

 

  トピックス  . 

 

■子どもとの住まい 

・子育てのために重視した住まいの条件 1位は「部屋数」49.3％、設備 1位は「モニタ付インターホン」33.1％ 

・「自分」「配偶者」の実家との距離は、ともに「車／電車で 1時間以内」を理想とする人が最多 

・物件から 2km以内に必ずあってほしいものは「小学校」が 61.5％ 

 

■子ども部屋の条件 

・子ども部屋は 74.0％が「あり」 

・初めて子ども部屋を用意する理想・実際のタイミングは小学校低学年が最多 

・子ども部屋の広さは平均 6.4畳 

 

■エリア選定の基準 

・住まい探しに「周辺の治安状況」を参考にした人は約 7割  
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  調査結果  . 

 

■子育てのために重視した住まいの条件 1位は「部屋数」49.3％、設備 1位は「モニタ付インターホン」33.1％ 

子育てのために重視した住まいの条件を聞いたところ、約半数の 49.3％が「部屋数」と回答しました。子ども部屋や

書斎、寝室などそれぞれのプライベート空間の確保が求められるようです。次いで 2位は「立地の利便性」37.7％でし

た。重視した設備は 1位が「モニタ付インターホン」33.1％でした。子どものためにセキュリティー設備を重視する人が

多い傾向がみられました。次いで 2位は「豊富な収納スペース」31.1％でした。 

 

■物件から 2km以内に必ずあってほしいものは「小学校」が 61.5％ 

物件から 2km以内に必ずあってほしいものとしては「小学校」が 61.5％、次いで「病院」43.1％、「スーパーマーケッ

ト」38.2％となりました。「小学校」は「6年間通うため近い方が安心だから」、「病院」は「子どもは突然けがをしたり、熱

を出したりするから」という理由があがりました。また、特に「病院」「スーパーマーケット」「公園」は未就学児がいる人

ほどニーズが高い傾向にありました。 
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■「自分」「配偶者」の実家との距離は、ともに「車／電車で 1時間以内」を理想とする人が最多 

「自分」「配偶者」の実家との距離は、ともに「車／電車で 1時間以内」を理想とする人が最多で、実際の距離よりも

理想的な距離の方が近い傾向にありました。また、「自分の実家との理想的な距離」については、35.3％が「徒歩・自

転車圏内」と回答しており、配偶者の実家よりもより近い距離が求められるようです。 

 

■子ども部屋は 74.0％が「あり」 

子ども部屋は 74.0％が「あり」と回答しました。子ども部屋のこだわりについては「鍵はつけないようにした」や「大き

くなったら部屋を二つに分けられる間取りにした」などさまざまな意見がみられました。 

 

■初めて子ども部屋を用意する理想・実際のタイミングはともに小学校低学年が最多 

実際に子ども部屋を用意した年齢については、「6～8歳」が 36.1％で最も多い結果となりました。さらに、理想の年

齢についても同様に「6～8歳」が 40.7％と最も多く、小学校低学年ごろが適切と考える人が多いようです。 
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■子ども部屋の広さは平均 6.4畳 

子ども部屋の広さについては平均 6.4畳で、8割以上が 7畳未満となりました。子ども部屋のこだわりで「勉強はリ

ビングでできるようにあえて狭くした」という回答にもあったように、必ずしも広さを追求しないケースがあるようです。 

 

■住まい探しに「周辺の治安状況」を参考にした人は約 7割  

住まい探しにおいて「周辺の治安状況」が影響すると回答した人は 39.2％で、特に小さい子どもがいる人ほど影響

する傾向がありました。次いで「周辺に幼稚園・保育園・学校などの教育機関があるかどうか」「通わせたい学校があ

るか」など教育に関する項目が上位となりました。 
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 調査概要 . 

 

■調査対象／2017年 1月以降、第一子が 15歳になるまでの間に引越しをした、全国の 22～58歳の男女 408人 

 

 

 

 

■調査方法／インターネットによるアンケート調査 

 

■調査期間／2022年 8月 9日（火）～8月 12日（金） 

 

※小数第 2位を四捨五入しているため、合計 100％にならない場合があります。 

 

＜調査結果について＞  

アットホームでは本調査をはじめ、賃貸物件に住む人や一戸建て・マンションを購入した人などに住まいに関する調

査を定期的に行っています。その他に「不動産取引における書類のオンライン化・電子サイン関する実態調査」や「住

まい探しで見落としがちな物件情報ランキング」など不動産業界のトレンドに合わせた調査も実施しています。過去の

調査結果など詳細につきましては、ぜひお問い合わせください。 

 

＜調査に関するお問合せ＞ 

アットホーム株式会社 広報・調査担当 佐々木・西嶋・清水 

TEL：03-3580-7504 ／ E-mail：contact@athome.co.jp 

  

file://///atzenfl.taytoths.at.is/public-relations/01_ニュースリリース/02_アンケート調査/2022年/220106_ニューノーマル時代購入編/contact@athome.co.jp
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会社概要 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問合せ先】 

アットホーム株式会社 PR事務局 ビルコム株式会社 担当：田中 

TEL：03-5413-2411  E-mail：athome@bil.jp 

 

アットホーム株式会社 マーケティングコミュニケーション部 広報担当：佐々木・西嶋・清水 

TEL：03-3580-7504  E-mail：contact@athome.co.jp 

 

■会社名       ：アットホーム株式会社 

■創業         ：1967年 12月 

■資本金       ：1億円 

■年商         ：299億 2300 万円（2021年 6月～2022年 5月） 

■従業員数     ：1,644 名（2022年 10月末現在） 

■代表者名     ：代表取締役社長 鶴森 康史 

■本社所在地   ：東京都大田区西六郷 4-34-12 

■事業内容     ：●不動産会社間情報流通サービス 

・ファクトシート･リスティング･サービス（図面配布サービス） 

・ATBB（不動産業務総合支援サイト） 

・官公庁等の物件情報提供サービス 

●消費者向け不動産情報サービス 

・「不動産情報サイト アットホーム」 

・「お部屋探しアプリ アットホームであった！」など 

●不動産業務支援サービス 

・ 「ホームページ作成ツール」など、ホームページ運営支援 

・ 「不動産データプロ」「地盤情報レポート」など、不動産調査支援 

・ 「VR内見・パノラマ」「おすすめコメント」など、集客支援 

・ 「賃貸管理システム」「スマート申込」「スマート物確」など、業務支援 

・ 「アットホームスタディ」など、資格・知識習得支援 

・ 集客、店舗・物件プロモーションツールなど、不動産業務用ツール 

 

■加盟・利用不動産店数 ：61,587 店（2022年 11月 1日現在） 

■会社案内         ：https://athome-inc.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


